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今日も、探偵事務所に依頼者が来た。
「あのぉ、学内で携帯電話を使っている
とよく切れてしまうんです。電波状態が
悪いところを調べてもらえませんか？」

「…ということなんだが、ちょっと手
伝ってもらえないだろうか？」「わかり
ました、先輩。お手伝いするんだから、
終わったらパフェでもおごってください

ね♪」「ぐ、調査のためならまあ仕方あ
るまい」
というわけで、２人の探偵は携帯電
話と地図を持って歩き始めた。先輩探偵
の携帯はDoCoMo、後輩はauだ。「先輩、
せっかくなんで、友達からJ-PHONEも
借りてきました！」「よく気を利かせて
くれた。これで各社の違いもわかるな」
「それにしても、携帯２台持って歩くの
ってすごく怪しくないですか？ 知り合

いに会ったらどうしよう…」「つべこべ
言わずにやる！」

まずは、総合人間学部キャンパスに入
る。「おや、１号館周辺で早くも電波の
調子が…」「auとJ-PHONEは大丈夫なん
ですけど…会社の違いですかねぇ？」こ
の後もいくつかの建物に入るが、先輩探
偵の携帯電話だけ電波状況が悪くなる。
「先輩の携帯が古すぎるんじゃないです
か？ まだモノクロでしょ？」「…うる
さい、俺は壊れるまで使い続けてやる」
続いて中央キャンパスに潜入。「中央

食堂の中でも意外と入るもんですね」「も
う少し安定して電波が入れば食堂の売り
上げも伸びそうなのにな」「こんなとこ
ろでそれ言うのまずくないですか？」
着々とチェックを終え、附属図書館に

潜入する。「先輩、こんな貼り紙があり
ますよ」「…なになに、『館内では携帯電
話の電源をお切りください』か。仕方が
ない。館内は諦めよう。しかし、ホール
ですでに電波が悪いな…」
最後に、西部キャンパスを調べる。「ル

ネを調べて、おしまいだ。結果を見ると、
DoCoMoとJ-PHONEは建物内に弱く、au
は全体的に強いという感じか。それから、
屋外はそれほど問題なさそうだな。たい
ていのところは入るようだ」「終わった
ということは、パフェですね。やった♪」
「あ～、財布がまた寒くなる…」

調査が終了したところで依頼者に報告
する。「調査は終了しました。左の図の
ような感じになります」「へぇ～。なんか、
極端に悪いところってないんですか？」
「まぁ、全体的に建物内は悪いので屋外
で使うのが無難ということで」「…それ
だけですか？」� （Leap year）

DoCoMoは、一部の
建物内や建物に囲ま
れた空間に弱い。

地下にあり、電波が入りにく
いことで有名な（？）中央食
堂だが、実は南北の隅では少
し入ることがある。メールチ
ェックくらいなら十分可能。

吉田ショップ
は、３社とも
書籍コーナー
での電波状況
が悪い。

DoCoMoとJ-PHONE
は、文学部新館でも
悪くなった。

ルネの書籍フロ
ア奥も、少し電
波が悪くなる。

ロビーは多少
電波が悪い。
館内は携帯電
話使用禁止。

DoCoMo、au、J-PHONE３社

の携帯電話の電波状況


